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通巻 199号                                                      平成 24年 2月 8日 

 

神奈川県およびその周辺地域の地震活動 

（2012 年 1 月） 

                                                           神奈川県温泉地学研究所 

 

１．神奈川県およびその周辺地域における 2012年 1月の地震活動概況 

○  当所の地震観測網によって、1月 1日から 1月 31日までの間に震源決定できた地震数は 279回

でした。この期間中、神奈川県およびその周辺地域での最大地震は、28日の午前 7時 43分ごろに

発生した丹沢を震源とする M5.4でした。この周辺でＭ５以上の地震が発生したのは、1996 年以来

１６年ぶりです。 

 なおこの地震活動については、この報告の最後に簡単な解説と 1996 年の地震について報告した観

測便りからの抜粋を添付してあります。 

  

○ 震源決定した最大地震  

12 年 01月 28日 07時 43分 深さ 15.97 km M5.4 (丹沢) 

 

○ 箱根火山の群発地震：0回  

 

２．神奈川県内で有感となった 2012年 1月の地震 （気象庁資料より） 

 表１ 

 
  ※「平成 23年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」以後、気象庁での処理に遅れが生じておりま

す。そのため、地震数が今後変化する可能性もあります。 

 

表２ 震源決定地震数(2012 年)  

 

 

 

 

参考：2011年 10月から 12 月の地震数 

 

 

 

 

1月 16 10 235 ( 14 ) 9 1 5 3 279 ( 14 )

累積数 16 ( 0 ) 10 ( 0 ) 235 ( 14 ) 9 ( 0 ) 1 ( 0 ) 5 ( 0 ) 3 ( 0 ) 279 ( 14 )

注）累積数は１月からの値。　括弧内は有感地震数

箱根 足柄平野 伊豆 静岡東部 計相模湾県東部丹沢山地



 2 

３．資 料 

表１ 有感となった地震と各地の震度     表２震源決定地震数  

図１ 神奈川県とその周辺地域の地震活動 

図2 表１に対応する地域区分       図3～6 地殻変動観測結果 

 

 

図１  神奈川県とその周辺地域の地震活動 

 

（震源決定は、当所データの他に東京大学地震研究所、防災科学技術研究所の地震波形データを利用

しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 表１に対応する地域区分（深さは 50kmまで） 
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図 地下水位観測結果(2012年1月) 
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追記： 1 月 28日に発生した山梨県東部の地震（M5.4）の余震活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1】温地研による震源分布図。 

最大余震の発生前の地震が赤、発生後が青。二つ

のクラスターに分かれており、南東傾斜の断層面

のようなものが見えます。 

 

【図 2】積算地震数とマグニチュード。 

色は、図１と同じ。余震活動は減衰してきていま

す。最大余震の前（29 日午前）にやや地震活動

が低下しました。 

 

【図３】図１の A-B 面に投影した、地震の時間空

間分布図。 

本震の余震活動がまだ続いています。また、最大

余震の活動も低調ではありますが、継続していま

す。色は、図１と同じです。 

 

【図 4】震源分布とメカニズム解 

右）再解析(DD 法）により決定された震央分布

図。（左）温地研の解析による前震・本震・最大

余震のメカニズム解。防災科研 F-net により決定

されたメカニズム解(CMT 解）も合わせて載せて

います。前震と本震については逆断層タイプの地

震です。 

 

【図５】断面に投影した震源 

図４の２つの矩形領域について、X-Y方向、A-B方向、

C-D方向に投影した深さ断面。それぞれ縦軸は深さを表

します（深さ 15～30km の範囲）。A-B、C-D断面から南

東方向に傾斜する断層面上で 28日 7時 43分の本震が

発生したことが分かります。 

図１ 

図２ 

図３ 
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図５ 

図４ 
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